
 亀塚遺跡 亀塚遺跡

中狭間遺跡中狭間遺跡

東海道新幹線東海道新幹線

名鉄西尾線名鉄西尾線

矢作川矢作川

鹿乗川鹿乗川

獅子塚古墳獅子塚古墳
安城市安城市

姫小川古墳姫小川古墳

二子古墳二子古墳

塚越古墳塚越古墳

岡崎市岡崎市

鹿乗川流域遺跡群　発掘調査成果報告会
令和6(2024)年2月3日
於 安城市東町公民館

鬼頭・永井2013「鹿乗川流域南部の地形と遺跡分布」
『変貌する弥生社会』考古学フォーラム2013より引用

　令和5(2023)年度、愛知県埋蔵文化財センターは、株式会社イビソクの支援を受け、
鹿乗川流域遺跡群のうち、寄島遺跡から中狭間遺跡まで南北約1.4kmの範囲で調査
を行いました。今回の報告会では、その中でも調査面積の広かった亀塚遺跡・中狭
間遺跡の成果について報告いたします。
　亀塚遺跡では、弥生時代後期から古墳時代前期の間に流れていた河川の跡を調査
しました。そこからは大量の土器のほか、木製品も豊富に出土しており、中にはこ
れまでにない精巧な加工のされた竪櫛もありました。川の北側では、住居と思われ
る竪穴状遺構のほか、お墓である方形周溝墓が2基見つかり、その1基は弥生時代末
期のもので、50メートルを超える大規模なものでした。
　中狭間遺跡では、亀塚遺跡と同じく方形周溝墓が4基見つかったほか、同じくお
墓である土器棺墓が4基確認され、弥生時代中期後葉の土器や弥生時代末期の土器
などが出土しています。その他にも、平安時代～鎌倉時代の山茶碗の破片なども出
土しました。

公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団
愛知県埋蔵文化財センター編集・印刷
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